
 

 

国港総第７４８号 

国港技第１０９号 

令和４年３月３０日 

 

各地方整備局 

   総務部 総括調整官 

   港湾空港部長    殿 

 

                       港 湾 局 総 務 課 長   

                           技術企画課長   

                                                     (公 印 省 略)   

 

「一般競争入札の実施について」等の一部改正について 

 

 工事及び建設コンサルタント業務等の入札・契約手続きについては、「一般競争入

札の実施について（平成６年６月２２日付港管第１３８５号）」等の工事又は業務等

に係る通知をもって運用しているところである。今般、当該通知を下記のとおり改正

し、令和４年４月１日から適用することとしたので、通知する。 
 

記 

 

 次に掲げる通知においては、別紙の当該通知に応じた表により、改正前欄に掲げる

規定の傍線を付した部分をこれに順次対応する改正後欄に掲げる規定の傍線を付し

た部分のように改める。 

 

 １．「建設コンサルタント等業務の入札・契約手続の運用について」 
（平成１８年３月２７日国港総第８４２号、国港技第２４８号） 

 

 ２．「工事に係る発注の見通しに関する事項の公表における工事発注規模の公表の

試行について」 
（平成１９年４月１８日国港総第４７－２号、国港技第４－２号） 

 

附 則 

  この通達による改正後の各規定は、令和４年４月１日から契約を締結する工事等

に適用する。 
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（別紙） 

１．建設コンサルタント等業務の入札・契約手続の運用について（平成 18年 3月 27 日国港総第 842 号、国港建第 248 号） 

改   正   後 改   正   前 

１～１２（略） 

別紙１ 業務内容に応じた入札契約方式の選定 

１ （略） 

２ 予定価格に応じた分類 

（１） プロポーザル方式 

    （総合評価型、技術者評価型） 

  （万円）     

   公 募 型   

  適用額   
標  準 

      

   簡易公募型   

  5,000     

       

       

       

   

政府協定 

対象業務 

対象外業務 

（２） 競争入札方式 

  （万円）     

   公 募 型   

  適用額   簡易公募型 

１～１２（略） 

別紙１ 業務内容に応じた入札契約方式の選定 

１ （略） 

２ 予定価格に応じた分類 

（１） プロポーザル方式 

    （総合評価型、技術者評価型） 

  （万円）     

   公 募 型   

  6,900   
標  準 

      

   簡易公募型   

  5,000     

       

       

       

   

政府協定 

対象業務 

対象外業務 

（２） 競争入札方式 

  （万円）     

   公 募 型   

  6,900   簡易公募型 
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      に準じた方式 

   簡易公募型   

  5,000     

       

   指名 競争 

       

   

政府協定 

対象業務 

対象外業務 

 

※基準額 「工事又は業務等に係る通知等における基準額について」（令和

４年３月３０日付け国官会第２３７５９号、国官技第３７７号、国

営管第８４８号、国営計第２１４号、国営整第１７２号、国港総第

７５０号、国港技第１１１号、国北予第７５号）記２に定める額を

いう。 

 

別紙２、３（略） 

別紙４－１ 

標準プロポーザル方式の技術提案書提出要請書例(総合評価型の場合) 

○○検討業務技術提案書提出要請書 

１．業務の概要 

１）２）（略） 

３）履行期間 

契約締結日から（削る）○年○月○日までとする。 

４）～７）（略） 

２．（略） 

３．技術提案書の提出者に要求される資格要件 

１）（略） 

２）配置予定技術者に必要とされる同種又は類似業務の実績 

      に準じた方式 

   簡易公募型   

  5,000     

       

   指名 競争 

       

   

政府協定 

対象業務 

対象外業務 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２、３（略） 

別紙４－１ 

標準プロポーザル方式の技術提案書提出要請書例(総合評価型の場合) 

○○検討業務技術提案書提出要請書 

１．業務の概要 

１）２）（略） 

３）履行期間 

契約締結日から平成○年○月○日までとする。 

４）～７）（略） 

２．（略） 

３．技術提案書の提出者に要求される資格要件 

１）（略） 

２）配置予定技術者に必要とされる同種又は類似業務の実績 
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管理技術者は、下記に示される「同種又は類似業務」について、（削

る）○年度以降に完了した業務において、1件以上の実績を有さなければ

ならない。 

同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

【注：「同種又は類似業務」の認定範囲は、業務実施において最低限

必要と考えられる範囲とし、提出者が明確に判断できるように

記述すること。】 

担当技術者は、下記に示されるすべての「同種又は類似業務」につい

て、（削る）○年度以降に完了した業務において、1件以上の実績を有さ

なければならない。担当技術者が複数の場合には、各担当技術者がそれ

ぞれ担当する業務内容に対応する下記の実績を有していればよい。 

［１］同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

［２］同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

【注：複数の「同種又は類似業務」の実績を求める場合は、すべての

「同種又は類似業務」の認定範囲を明記すること。】 

３）手持ち業務量 

（削る）○年○月○日現在の手持ち業務量（特定後未契約のものを含む。） 

管理技術者：全ての手持ち業務（管理技術者及び担当技術者となって

いる他の業務のうち５００万円以上の業務）の契約金額

合計が○円未満かつ手持ち業務の件数が○件未満であ

る者。 

担当技術者：全ての手持ち業務（管理技術者及び担当技術者となって

いる他の業務のうち５００万円以上の業務）の契約金額

合計が○円未満かつ手持ち業務の件数が○件未満であ

る者。 

【注：「手持ち業務」で、特定後未契約のものがある場合は、参考見

積金額を契約金額と想定するものとする。】 

管理技術者は、下記に示される「同種又は類似業務」について、平成

○年度以降に完了した業務において、1件以上の実績を有さなければなら

ない。 

同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

【注：「同種又は類似業務」の認定範囲は、業務実施において最低限

必要と考えられる範囲とし、提出者が明確に判断できるように

記述すること。】 

担当技術者は、下記に示されるすべての「同種又は類似業務」につい

て、平成○年度以降に完了した業務において、1件以上の実績を有さなけ

ればならない。担当技術者が複数の場合には、各担当技術者がそれぞれ

担当する業務内容に対応する下記の実績を有していればよい。 

［１］同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

［２］同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

【注：複数の「同種又は類似業務」の実績を求める場合は、すべての

「同種又は類似業務」の認定範囲を明記すること。】 

３）手持ち業務量 

平成○年○月○日現在の手持ち業務量（特定後未契約のものを含む。） 

管理技術者：全ての手持ち業務（管理技術者及び担当技術者となって

いる他の業務のうち５００万円以上の業務）の契約金額

合計が○円未満かつ手持ち業務の件数が○件未満であ

る者。 

担当技術者：全ての手持ち業務（管理技術者及び担当技術者となって

いる他の業務のうち５００万円以上の業務）の契約金額

合計が○円未満かつ手持ち業務の件数が○件未満であ

る者。 

【注：「手持ち業務」で、特定後未契約のものがある場合は、参考見

積金額を契約金額と想定するものとする。】 
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【注：「○円」は４億円程度、「○件」は１０件程度を基本とし、業

務内容に応じて適宜設定するものとする。】 

【注：担当技術者の提示を求め、かつ、この項目を評価対象とする場

合は、当該技術者についても記述する。】 

４．技術提案書の作成及び記載上の留意事項 

１）２）（略） 

３）技術提案書の内容に関する留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

業務実施

体制 

（略） 

予定技術

者の経歴

等 

・配置予定の管理技術者、担当技術者及び照査技術者につい

て、経歴等を記載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定めない場合は、照査技術者に

係る記載は求めない。】 

・手持ち業務は（削る）○年○月○日現在、国土交通省以外の

発注者(国内外を問わず)のものも含めすべて記載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

管理技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

担当技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技術

者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業務の記

載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するものとする。 

・記載様式は、管理技術者、担当技術者については様式－３を、

照査技術者については様式－４を用いることとし、配置予定技

術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

予定技術

者の過去

○年間の

同種又は

管理技術者及び担当技術者が過去に従事した「同種又は類似業

務」の実績について記載する。 

・記載する業務は、（削る）○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、技術者１名につき１件とする。 

【注：「○円」は４億円程度、「○件」は１０件程度を基本とし、業

務内容に応じて適宜設定するものとする。】 

【注：担当技術者の提示を求め、かつ、この項目を評価対象とする場

合は、当該技術者についても記述する。】 

 

４．技術提案書の作成及び記載上の留意事項 

１）２）（略） 

３）技術提案書の内容に関する留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

業務実施

体制 

（略） 

予定技術

者の経歴

等 

・配置予定の管理技術者、担当技術者及び照査技術者につい

て、経歴等を記載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定めない場合は、照査技術者に

係る記載は求めない。】 

・手持ち業務は平成○年○月○日現在、国土交通省以外の発注

者(国内外を問わず)のものも含めすべて記載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

管理技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

担当技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技術

者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業務の記

載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するものとする。 

・記載様式は、管理技術者、担当技術者については様式－３を、

照査技術者については様式－４を用いることとし、配置予定技

術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

予定技術

者の過去

○年間の

管理技術者及び担当技術者が過去に従事した「同種又は類似業

務」の実績について記載する。 

・記載する業務は、平成○年度以降に完了した業務とする。 
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類似業務

の実績 

・技術提案書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、配置予定技術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定める場合であっても、照査技

術者に係る記載は求めない。】 

実施方針・

実施フロ

ー・工程表 

（略） 

特定テー

マに対す

る技術提

案 

（略） 

参考見積 （略） 

その他 （略） 

４）～７）（略） 

５．技術提案書等の提出期間、提出先及び提出方法 

１）技術提案書の提出意思確認書 

① 提出期間：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○月○日

（○）までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分か

ら○時○分まで。 

② 提 出 先：２．同じ 

③ 提出方法：電子入札システムによること。ただし、○○事務所長の

承諾を得て書面による場合は、持参又は郵送（書留郵便に限る。）又

は託送（書留郵便と同等の者に限る。）によること。 

２）技術提案書 

① 提出期間：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○月○日

（○）までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分か

ら○時○分まで。 

② 提 出 先：２．同じ 

同種又は

類似業務

の実績 

・記載する業務数は、技術者１名につき１件とする。 

・技術提案書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、配置予定技術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定める場合であっても、照査技

術者に係る記載は求めない。】 

実施方針・

実施フロ

ー・工程表 

（略） 

特定テー

マに対す

る技術提

案 

（略） 

参考見積 （略） 

その他 （略） 

４）～７）（略） 

５．技術提案書等の提出期間、提出先及び提出方法 

１）技術提案書の提出意思確認書 

① 提出期間：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）ま

での（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分から○時○

分まで。 

② 提 出 先：２．同じ 

③ 提出方法：電子入札システムによること。ただし、○○事務所長の

承諾を得て書面による場合は、持参又は郵送（書留郵便に限る。）又

は託送（書留郵便と同等の者に限る。）によること。 

２）技術提案書 

① 提出期間：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）ま

での（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分から○時○

分まで。 
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③ 提出方法：電子入札システムで提出すること。ただし、○○事務所

長の承諾を得て書面による場合は、持参、郵送（書留郵便に限る。）

又は託送（書留郵便と同等の者に限る。）によること。 

６．提出要請書の内容についての質問の受付及び回答 

１）質問は、電子入札システムで提出すること。ただし、○○事務所長の

承諾を得て書面による場合は、持参又は、郵送（書留郵便に限る。）又

は託送（書留郵便と同等の者に限る。）によること。なお、電子入札シ

ステムにより提出した場合は、提出先へその旨電話連絡すること。 

① 質問の受付担当課：２．に同じ。 

② 質問の受付期間：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○

月○日（○）までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時

○分から○時○分まで。 

２）質問に対する回答は、質問を受理した日から７日間（土曜日、日曜日

及び祝日を除く。）以内に電子入札システムにより、下記のとおり閲覧

に供する。 

閲覧期間：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○月○日（○）

までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○

分から○時○分まで。 

７．技術提案書を特定するための評価基準 

１）技術提案書の評価項目、判断基準、ならびに評価のウェートは、以下の

とおりである。 

評価 

項目 

評価の着眼点 評価の 

ｳｪｰﾄ 

 判断基準  

予

定

管

理

技

術

者

管

理

技

術

者 

 

 

資

格

要

件 

 

技

術

者

資

格 

技術者資格、そ

の専門分野の内

容 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

 

 

 

専 業 過去〇年間の同 （略） 〇〇 

② 提 出 先：２．同じ 

③ 提出方法：電子入札システムで提出すること。ただし、○○事務所

長の承諾を得て書面による場合は、持参、郵送（書留郵便に限る。）

又は託送（書留郵便と同等の者に限る。）によること。 

６．提出要請書の内容についての質問の受付及び回答 

１）質問は、電子入札システムで提出すること。ただし、○○事務所長の

承諾を得て書面による場合は、持参又は、郵送（書留郵便に限る。）又

は託送（書留郵便と同等の者に限る。）によること。なお、電子入札シ

ステムにより提出した場合は、提出先へその旨電話連絡すること。 

① 質問の受付担当課：２．に同じ。 

② 質問の受付期間：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）

までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分から○時

○分まで。 

２）質問に対する回答は、質問を受理した日から７日間（土曜日、日曜日

及び祝日を除く。）以内に電子入札システムにより、下記のとおり閲覧

に供する。 

閲覧期間：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）まで

の（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分か

ら○時○分まで。 

７．技術提案書を特定するための評価基準 

１）技術提案書の評価項目、判断基準、ならびに評価のウェートは、以下の

とおりである。 

評価 

項目 

評価の着眼点 評価の 

ｳｪｰﾄ 

 判断基準  

予

定

管

理

技

管

理

技

術

者 

資

格

要

件 

 

技

術

者

資

格 

技術者資格、そ

の専門分野の内

容 

 

 

（略） 〇〇 
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の

経

験

及

び

能

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

門

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

務 

執

行 

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種又は類似業務

の実績の内容【

件数を評価する

場合はその旨を

記述する】 

 

 

 

過去〇年間に担

当した国土交通

省発注業務の業

務成績【「（削る

）〇年度から（削

る）〇年度の間」

としてもよい】 

（略） 〇〇 

 

 

 

 

当該部門従事期

間 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

 

 

技術者表彰、業

務表彰経験の有

無 

 

過去〇年間に優秀技術者表彰

、または優良業務表彰の経験

がある者を優位に評価する。

【「（削る）〇年度から（削る

）〇年度の間」としてもよい

】 

(〇〇) 

 

 

情

報

収

集

力 

地

域

精

通

度 

過去〇年間の当

該事務所・周辺

での業務実績の

有無【内容を評

価する場合はそ

の旨を記述する

】 

（略） (〇〇) 

 

 

 

 

専

任

性 

専

任

性 

手持ち業務金額

及び件数（特定

後未契約のもの

（略） 〇〇 

 

 

術

者

の

経

験

及

び

能

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業

務 

執

行 

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去〇年間の同

種又は類似業務

の実績の内容【

件数を評価する

場合はその旨を

記述する】 

（略） 〇〇 

 

 

 

過去〇年間に担

当した国土交通

省発注業務の業

務成績【「平成

〇年度から平成

〇年度の間」と

してもよい】 

（略） 〇〇 

 

 

 

 

当該部門従事期

間 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

 

 

技術者表彰、業

務表彰経験の有

無 

 

過去〇年間に優秀技術者表彰

、または優良業務表彰の経験

がある者を優位に評価する。

【「平成〇年度から平成〇年

度の間」としてもよい】 

(〇〇) 

 

 

情

報

収

集

力 

地

域

精

通

度 

過去〇年間の当

該事務所・周辺

での業務実績の

有無【内容を評

価する場合はそ

の旨を記述する

】 

（略） (〇〇) 

 

 

 

 

専

任

専

任

手持ち業務金額

及び件数（特定

（略） 〇〇 
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 を含む） 

担

当

技

術

者 

 

 

 

 

 

 

 

資

格

要

件 

 

技

術

者

資

格 

技術者資格、そ

の専門分野の内

容 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

業

務

執

行

技

術

力 

過去〇年間の同

種又は類似業務

の実績の内容【

件数を評価する

場合はその旨を

記述する】 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

 

 

 

 

 

技

術

職

員

の

経

験

及

び

能

力 

 

 

 

 

 

 

担

当

技

術

者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

業

務

執

行

技

術

力 

 

 

 

 

 

過去〇年間に担

当した国土交通

省発注業務の業

務成績【「（削る

）〇年度から（削

る）〇年度の間」

としてもよい】 

（略） 〇〇 

 

 

 

 

当該部門従事期

間 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

 

 

技術者表彰、業

務表彰経験の有

無 

 

過去〇年間に優秀技術者表彰

、または優良業務表彰の経験

がある者を優位に評価する。

【「（削る）〇年度から（削る

）〇年度の間」としてもよい

(〇〇) 

 

 

 

 

 

性 性 後未契約のもの

を含む） 

 

担

当

技

術

者 

 

 

 

 

 

 

 

資

格

要

件 

 

技

術

者

資

格 

技術者資格、そ

の専門分野の内

容 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

業

務

執

行

技

術

力 

過去〇年間の同

種又は類似業務

の実績の内容【

件数を評価する

場合はその旨を

記述する】 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

 

 

 

 

 

技

術

職

員

の

経

験

及

び

能

力 

 

 

 

 

 

担

当

技

術

者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

業

務

執

行

技

術

力 

 

 

 

 

 

過去〇年間に担

当した国土交通

省発注業務の業

務成績【「平成

〇年度から平成

〇年度の間」と

してもよい】 

 

（略） 〇〇 

 

 

 

 

当該部門従事期

間 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

 

 

技術者表彰、業

務表彰経験の有

無 

過去〇年間に優秀技術者表彰

、または優良業務表彰の経験

がある者を優位に評価する。

(〇〇) 
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】 

情

報

収

集

力 

地

域

精

通

度 

過去〇年間の当

該事務所・周辺

での業務実績の

有無 

 

 

（略） (〇〇) 

 

 

 

 

専

任

性 

専

任

性 

手持ち業務金額

（特定後未契約

のものを含む） 

（略） 〇〇 

 

 

【注：照査技術者について評価する場合は、評価の着目点を適宜記

述すること】 

ヒ

ア

リ

ン

グ 

 

 

 

専門技術力 

 

 

専門技術力

の確認 

 

（略） 〇〇 

 

 

取り組み姿

勢 

 

業務への取

り組み意欲 

 

（略） 〇〇 

 

 

コミュニケ

ーション力 

質問に対す

る応答性 

（略） 〇〇 

 

実施

方針

・実

施フ

ロー

・工

程表

・そ

の他 

業務理解度 

 

（略） 〇〇 

 

実施手順 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

その他 

 

 

（略） 〇〇 

 

 

特

定

テ

ー

全

体 

 

特定テーマ間の整合性 

 

 

（略） 〇〇 

 

 

特 的確性 （略） 〇〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【「平成〇年度から平成〇年

度の間」としてもよい】 

 

情

報

収

集

力 

地

域

精

通

度 

過去〇年間の当

該事務所・周辺

での業務実績の

有無 

 

 

（略） (〇〇) 

 

 

 

 

専

任

性 

専

任

性 

手持ち業務金額

（特定後未契約

のものを含む） 

（略） 〇〇 

 

 

【注：照査技術者について評価する場合は、評価の着目点を適宜記

述すること】 

ヒ

ア

リ

ン

グ 

 

 

 

専門技術力 

 

 

専門技術力

の確認 

 

（略） 〇〇 

 

 

取り組み姿

勢 

 

業務への取

り組み意欲 

 

（略） 〇〇 

 

 

コミュニケ

ーション力 

質問に対す

る応答性 

（略） 〇〇 

 

実施

方針

・実

施フ

ロー

・工

程表

・そ

の他 

業務理解度 

 

（略） 〇〇 

 

実施手順 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

その他 

 

 

（略） 〇〇 

 

 

特

定

全

体 

特定テーマ間の整合性 

 

（略） 〇〇 
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マ

に 

対 

す 

る 

技 

術 

提 

案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定

テ

ー

マ

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

実現性 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

独創性 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

特

定

テ

ー

マ

２ 

 

 

 

的確性 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

実現性 （略） 〇〇 

テ

ー

マ

に 

対 

す 

る 

技 

術 

提 

案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

特

定

テ

ー

マ

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的確性 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

実現性 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

独創性 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

特

定

テ

ー

マ

２ 

 

的確性 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 
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（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

独創性 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

特

定

テ

ー

マ

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的確性 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

実現性 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

独創性 （略） (〇〇) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実現性 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

独創性 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

特

定

テ

ー

マ

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的確性 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

実現性 

 

 

 

 

 

 

（略） 〇〇 

 

（略） 〇〇 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 
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（略） (〇〇) 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

参考

見積 

 

業務コストの妥当性 

 

 

（略） 数値化

しない 

 

【注：評価のウェート欄の○○には具体的なウェートを記入すること。】 

【注：評価のウェート欄に（ ）が付いた項目は追加評価項目である。

業務内容に応じて、評価項目、評価の着目点を適宜、追加、削除、

変更すること。】 

【注：特定テーマ数は、業務内容に応じて適宜増減すること。】 

【注：同種又は類似業務の実績については、我が国及びＷＴＯ政府調達

協定締約国その他建設市場が開放的であると認められる国等以

外の国又は地域に主たる営業所を有する建設コンサルタント等

にあっては、我が国における同種又は類似業務の実績をもって判

断すること。】 

２）（略） 

８．ヒアリング 

１）以下のとおりヒアリングを行う。 

① 実施場所：国土交通省○○地方整備局○○事務所 ○階 ○○室 

② 実施期間：（削る）○年○月○日（○）～（削る）○年○月○日（○） 

③ ヒアリングの日時は協議の上、別途通知する。 

④ 出席者：管理技術者(又は担当技術者) 

【注：担当技術者を認める場合には追記する。】 

２）３）（略） 

９．非特定理由に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

独創性 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

 

（略） (〇〇) 

 

（略） (〇〇) 

 

参考

見積 

 

業務コストの妥当性 

 

 

（略） 数値化

しない 

 

【注：評価のウェート欄の○○には具体的なウェートを記入すること。】 

【注：評価のウェート欄に（ ）が付いた項目は追加評価項目である。

業務内容に応じて、評価項目、評価の着目点を適宜、追加、削除、

変更すること。】 

【注：特定テーマ数は、業務内容に応じて適宜増減すること。】 

【注：同種又は類似業務の実績については、我が国及びＷＴＯ政府調達

協定締約国その他建設市場が開放的であると認められる国等以

外の国又は地域に主たる営業所を有する建設コンサルタント等

にあっては、我が国における同種又は類似業務の実績をもって判

断すること。】 

２）（略） 

８．ヒアリング 

１）以下のとおりヒアリングを行う。 

① 実施場所：国土交通省○○地方整備局○○事務所 ○階 ○○室 

② 実施期間：平成○年○月○日（○）～平成○年○月○日（○） 

③ ヒアリングの日時は協議の上、別途通知する。 

④ 出席者：管理技術者(又は担当技術者) 

【注：担当技術者を認める場合には追記する。】 
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１）（略） 

２）上記１）の通知を受けた者は、通知をした日の翌日から起算して７日

（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）以内に、電子入札システム（ただ

し、○○事務所長の承諾を得て書面による場合は、持参又は郵送（書留

郵便に限る。）又は託送（書留郵便と同等の者に限る。））により、○

○事務所長に対して非特定理由について説明を求めることができる。 

① 受 付 先：２．に同じ。 

② 受付日時：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○月○日

（○）までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分か

ら～○時○分まで。 

３）（略） 

１０．（略） 

（注）（略） 

 

別紙４－２ 

標準プロポーザル方式の技術提案書提出要請書例(技術者評価型の場合) 

○○業務技術提案書提出要請書 

１．業務の概要 

１）２）（略） 

３）履行期間 

契約締結日から（削る）○年○月○日までとする。 

４）～７）（略） 

２．（略） 

３．技術提案書の提出者に要求される資格要件 

１）（略） 

２）配置予定技術者に必要とされる同種又は類似業務の実績 

管理技術者は、下記に示される「同種又は類似業務」について、（削

る）○年度以降に完了した業務において、１件以上の実績を有さなけれ

ばならない。 

同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○業務 

２）３）（略） 

９．非特定理由に関する事項 

１）（略） 

２）上記１）の通知を受けた者は、通知をした日の翌日から起算して７日

（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）以内に、電子入札システム（ただ

し、○○事務所長の承諾を得て書面による場合は、持参又は郵送（書留

郵便に限る。）又は託送（書留郵便と同等の者に限る。））により、○

○事務所長に対して非特定理由について説明を求めることができる。 

① 受 付 先：２．に同じ。 

② 受付日時：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）ま

での（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分から～○時

○分まで。 

３）（略） 

１０．（略） 

（注）（略） 

 

別紙４－２ 

標準プロポーザル方式の技術提案書提出要請書例(技術者評価型の場合) 

○○業務技術提案書提出要請書 

１．業務の概要 

１）２）（略） 

３）履行期間 

契約締結日から平成○年○月○日までとする。 

４）～７）（略） 

２．（略） 

３．技術提案書の提出者に要求される資格要件 

１）（略） 

２）配置予定技術者に必要とされる同種又は類似業務の実績 

管理技術者は、下記に示される「同種又は類似業務」について、平成

○年度以降に完了した業務において、１件以上の実績を有さなければな



                  

14 

 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○業務 

【注：「同種又は類似業務」の認定範囲は、業務実施において最低限

必要と考えられる範囲とし、提出者が明確に判断できるように

記述すること。】 

【注：担当技術者の提示を求める場合には、当該技術者に関する同種

又は類似業務の認定範囲を記述すること】 

３）手持ち業務量 

（削る）○年○月○日現在の手持ち業務量（特定後未契約のものを含む。） 

管理技術者：全ての手持ち業務（管理技術者及び担当技術者となって

いる他の業務のうち５００万円以上の業務）の契約金額

の合計が○円未満かつ手持ち業務の件数が○件未満で

ある者。 

担当技術者：全ての手持ち業務（管理技術者及び担当技術者となって

いる他の業務のうち５００万円以上の業務）の契約金額

の合計が○円未満かつ手持ち業務の件数が○件未満で

ある者。 

【注：「手持ち業務」で、特定後未契約のものがある場合は、参考見

積金額を契約金額と想定するものとする。 

【注：「○円」は４億円程度、「○件」は１０件程度を基本とし、業

務内容に応じて適宜設定するものとする。 

【注：担当技術者の提示を求め、かつ、この項目を評価対象とする場

合は、当該技術者についても記述する。】 

４．技術提案書の作成及び記載上の留意事項 

１）２）（略） 

３）技術提案書の内容に関する留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

業務実施

体制 

（略） 

予定技術 ・配置予定の管理技術者、担当技術者及び照査技術者につい

て、経歴等を記載する。 

らない。 

同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○業務 

【注：「同種又は類似業務」の認定範囲は、業務実施において最低限

必要と考えられる範囲とし、提出者が明確に判断できるように

記述すること。】 

【注：担当技術者の提示を求める場合には、当該技術者に関する同種

又は類似業務の認定範囲を記述すること】 

３）手持ち業務量 

平成○年○月○日現在の手持ち業務量（特定後未契約のものを含む。） 

管理技術者：全ての手持ち業務（管理技術者及び担当技術者となって

いる他の業務のうち５００万円以上の業務）の契約金額

の合計が○円未満かつ手持ち業務の件数が○件未満で

ある者。 

担当技術者：全ての手持ち業務（管理技術者及び担当技術者となって

いる他の業務のうち５００万円以上の業務）の契約金額

の合計が○円未満かつ手持ち業務の件数が○件未満で

ある者。 

【注：「手持ち業務」で、特定後未契約のものがある場合は、参考見

積金額を契約金額と想定するものとする。 

【注：「○円」は４億円程度、「○件」は１０件程度を基本とし、業

務内容に応じて適宜設定するものとする。 

【注：担当技術者の提示を求め、かつ、この項目を評価対象とする場

合は、当該技術者についても記述する。】 

４．技術提案書の作成及び記載上の留意事項 

１）２）（略） 

３）技術提案書の内容に関する留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

業務実施

体制 

（略） 
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者の経歴

等【注：担

当技術者、

照査技術

者につい

て提示を

求める場

合にのみ

記 述 す

る。】 

【注：設計図書に照査技術者を定めない場合は、照査技術者に

係る記載は求めない。】 

・手持ち業務は（削る）○年○月○日現在、国土交通省以外の

発注者(国内外を問わず)のものも含めすべて記載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

管理技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

担当技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技術

者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業務の記

載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するものとする。 

・記載様式は、管理技術者、担当技術者については様式－３を、

照査技術者については様式－４を用いることとし、配置予定技

術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

予定管理

技術者の

過去○年

間の同種

又は類似

業務の実

績【注：担

当技術者

について

提示を求

め 

る場合に

のみ記述

する。】 

・管理技術者及び担当技術者が過去に従事した「同種又は類似

業務」の実績について記載する。 

・記載する業務は、（削る）○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、技術者１名につき１件とする。 

・技術提案書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、配置予定技術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

業務への

取り組み

（略） 

予定技術

者の経歴

等【注：担

当技術者、

照査技術

者につい

て提示を

求める場

合にのみ

記 述 す

る。】 

・配置予定の管理技術者、担当技術者及び照査技術者につい

て、経歴等を記載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定めない場合は、照査技術者に

係る記載は求めない。】 

・手持ち業務は平成○年○月○日現在、国土交通省以外の発注

者(国内外を問わず)のものも含めすべて記載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

管理技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

担当技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技術

者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業務の記

載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するものとする。 

・記載様式は、管理技術者、担当技術者については様式－３を、

照査技術者については様式－４を用いることとし、配置予定技

術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

予定管理

技術者の

過去○年

間の同種

又は類似

業務の実

績【注：担

当技術者

について

提示を求

め 

る場合に

のみ記述

する。】 

・管理技術者及び担当技術者が過去に従事した「同種又は類似

業務」の実績について記載する。 

・記載する業務は、平成○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、技術者１名につき１件とする。 

・技術提案書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、配置予定技術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

業務への （略） 
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姿勢 

参考見積

（概算） 

（略） 

４）～７）（略） 

５．技術提案書等の提出方法、提出先及び提出期限 

１）技術提案書の提出意思確認書 

① 提出期間：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○月○日

（○）までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、

○時○分から○時○分まで。 

② 提 出 先：２．同じ 

③ 提出方法：電子入札システムによること。ただし、○○事務所長の

承諾を得て書面による場合は、持参又は郵送（書留郵便

に限る。）又は託送（書留郵便と同等の者に限る。）に

よること。 

２）技術提案書 

① 提出期間：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○月○日

（○）までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、

○時○分から○時○分まで。 

② 提 出 先：２．同じ 

③ 提出方法：電子入札システムで提出すること。ただし、○○事務所

長の承諾を得て書面による場合は、持参、郵送（書留郵

便に限る。）又は託送（書留郵便と同等の者に限る。）

によること。 

６．提出要請書の内容についての質問の受付及び回答 

１）質問は、電子入札システムで提出すること。ただし、○○事務所長の

承諾を得て書面による場合は、持参又は、郵送（書留郵便に限る。）又

は託送（書留郵便と同等の者に限る。）によること。なお、電子入札シ

ステムにより提出した場合は、提出先へその旨電話連絡すること。 

① 質問の受付担当課：２．に同じ 

② 質問の受付期間：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○

取り組み

姿勢 

参考見積

（概算） 

（略） 

４）～７）（略） 

５．技術提案書等の提出方法、提出先及び提出期限 

１）技術提案書の提出意思確認書 

① 提出期間：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）ま

での（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○

分から○時○分まで。 

② 提 出 先：２．同じ 

③ 提出方法：電子入札システムによること。ただし、○○事務所長の

承諾を得て書面による場合は、持参又は郵送（書留郵便

に限る。）又は託送（書留郵便と同等の者に限る。）に

よること。 

２）技術提案書 

① 提出期間：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）ま

での（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○

分から○時○分まで。 

② 提 出 先：２．同じ 

③ 提出方法：電子入札システムで提出すること。ただし、○○事務所

長の承諾を得て書面による場合は、持参、郵送（書留郵

便に限る。）又は託送（書留郵便と同等の者に限る。）

によること。 

６．提出要請書の内容についての質問の受付及び回答 

１）質問は、電子入札システムで提出すること。ただし、○○事務所長の

承諾を得て書面による場合は、持参又は、郵送（書留郵便に限る。）又

は託送（書留郵便と同等の者に限る。）によること。なお、電子入札シ

ステムにより提出した場合は、提出先へその旨電話連絡すること。 

① 質問の受付担当課：２．に同じ 



                  

17 

 

月○日（○）までの（土曜日、日曜日及び祝日を

除く。）毎日、○時○分から○時○分まで。 

２）質問に対する回答は、質問を受理した日から７日間（土曜日、日曜日

及び祝日を除く。）以内に電子入札システムにより、下記のとおり閲覧

に供する。 

閲覧期間：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○月○日（○）

までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○

分から○時○分まで 

７．技術提案書を特定するための評価基準 

１）技術提案書の評価項目、判断基準、ならびに評価のウェートは以下

のとおりである。 

評

価

項

目 

 

評価の着眼点 評価のｳｪｰﾄ 

 

 

判断基準 

 

管理技

術者 

担当技

術者 

照査技

術者 

技

術

者

評

価

（

提

出

書

類

） 

 

 

資

格

要

件 

 

技

術

者

資

格 

技術者

資格、

その専

門分野

の内容 

（略） 〇〇 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

 

業

務

執

行

技

術

力 

 

過去〇

年間の

同種又

は類似

業務の

実績の

内容【

件数を

（略） 〇〇 

 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

 

② 質問の受付期間：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）

までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、

○時○分から○時○分まで。 

２）質問に対する回答は、質問を受理した日から７日間（土曜日、日曜日

及び祝日を除く。）以内に電子入札システムにより、下記のとおり閲覧

に供する。 

閲覧期間：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）まで

の（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分か

ら○時○分まで 

７．技術提案書を特定するための評価基準 

１）技術提案書の評価項目、判断基準、ならびに評価のウェートは以下

のとおりである。 

評

価

項

目 

 

評価の着眼点 評価のｳｪｰﾄ 

 

 

判断基準 

 

管理技

術者 

担当技

術者 

照査技

術者 

技

術

者

評

価

（

提

出

書

類

） 

 

資

格

要

件 

 

技

術

者

資

格 

技術者

資格、

その専

門分野

の内容 

（略） 〇〇 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

業

務

執

行

技

術

力 

過去〇

年間の

同種又

は類似

業務の

実績の

内容【

（略） 〇〇 

 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

 

(〇〇) 
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評価す

る場合

はその

旨を記

述する

】 

過去〇

年間に

担当し

た国土

交通省

（港湾

空港関

係）発

注業務

の業務

成績【

「（削

る）〇

年度か

ら（削

る）〇

年度の

間」と

しても

よい】 

（略） 

 

 

〇〇 

 

 

 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

 

 

 

当該部

門従事

期間 

（略） (〇〇) 

 

(〇〇) 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数を

評価す

る場合

はその

旨を記

述する

】 

過去〇

年間に

担当し

た国土

交通省

（港湾

空港関

係）発

注業務

の業務

成績【

「平成

〇年度

から平

成〇年

度の間

」とし

てもよ

い】 

 

（略） 

 

 

〇〇 

 

 

 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

 

 

 

 

当該部

門従事

（略） (〇〇) 

 

(〇〇) 

 

(〇〇) 
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技術者

表彰、

業務表

彰経験

の有無 

 

 

過去〇年間に優秀技術者表

彰、または優良業務表彰の

経験がある者を優位に評価

する。【「（削る）〇年度

から（削る）〇年度の間」

としてもよい】 

(〇〇) 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

－ 

 

 

 

情

報

収

集

力 

 

 

地

域

精

通

度 

 

 

過去〇

年間の

当該事

務所・

周辺で

の業務

実績の

有無【

内容を

評価す

る場合

はその

旨を記

述する

】 

 

（略） (〇〇) 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

専

任

性 

 

専

任

性 

 

手持ち

業務金

額及び

件数（

特定後

未契約

（略） 

 

〇〇 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

－ 

 

 

 

期間    

技術者

表彰、

業務表

彰経験

の有無 

 

 

過去〇年間に優秀技術者表

彰、または優良業務表彰の

経験がある者を優位に評価

する。【「平成〇年度から

平成〇年度の間」としても

よい】 

(〇〇) 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

－ 

 

 

 

情

報

収

集

力 

 

 

地

域

精

通

度 

 

 

過去〇

年間の

当該事

務所・

周辺で

の業務

実績の

有無【

内容を

評価す

る場合

はその

旨を記

述する

】 

 

（略） (〇〇) 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

専

任

性 

 

専

任

性 

 

手持ち

業務金

額及び

件数（

特定後

（略） 

 

〇〇 

 

 

 

(〇〇) 

 

 

 

－ 
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のもの

を含む

） 

技

術

者

評

価

（

ヒ

ア

リ

ン

グ

） 

専門技術力 

 

 

 

専

門

技

術

力

の

確

認 

（略） 

 

〇〇 

 

 

 

－ 

 

 

 

－ 

 

 

 

取り組み姿

勢 

 

 

業

務

へ

の

取

組 

意

欲 

（略） 

 

〇〇 

 

 

 

－ 

 

 

 

－ 

 

 

 

コミュニケ

ーション力 

 

 

質

問

に

対

す

る

応

答

性 

（略） 

 

 

〇〇 

 

 

 

－ 

 

 

 

－ 

 

 

 

参考見積 （略） 数値化しない 

未契約

のもの

を含む

） 

技

術

者

評

価

（

ヒ

ア

リ

ン

グ

） 

専門技術力 

 

 

 

専

門

技

術

力

の

確

認 

（略） 

 

〇〇 

 

 

 

－ 

 

 

 

－ 

 

 

 

取り組み姿

勢 

 

 

業

務

へ

の

取

組 

意

欲 

（略） 

 

〇〇 

 

 

 

－ 

 

 

 

－ 

 

 

 

コミュニケ

ーション力 

 

 

質

問

に

対

す

る

応

答

性 

（略） 

 

 

〇〇 

 

 

 

－ 

 

 

 

－ 
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【注：評価のウェートの欄の○○には具体的なウェートを記入するこ

と。】 

【注：担当技術者、照査技術者に関しては、当該技術者の提示を求める

場合に記入すること。】 

【注：評価のウェートの欄に（ ）が付いた項目は追加評価項目である。

業務内容に応じて適宜選択し追加すること。】 

【注：同種又は類似業務の実績については、我が国及びＷＴＯ政府調達

協定締約国その他建設市場が開放的であると認められる国等以

外の国又は地域に主たる営業所を有する建設コンサルタント等

にあっては、我が国における同種又は類似業務の実績をもって判

断すること。】 

２）（略） 

８．ヒアリング 

１）以下のとおりヒアリングを行う。 

① 実施場所：国土交通省○○地方整備局○○事務所 ○階 ○○室 

② 実施期間：（削る）○年○月○日（○）～（削る）○年○月○日（○） 

③ ヒアリングの時間は協議の上、別途通知する。 

④ 出席者：管理技術者（又は担当技術者） 

【注：担当技術者を認める場合には追記する。】 

２）３）（略） 

９．非特定理由に関する事項 

１）（略） 

２）上記１）の通知を受けた者は、通知をした日の翌日から起算して７日

（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）以内に、電子入札システム（ただ

し、○○事務所長の承諾を得て書面による場合は、持参又は郵送（書留

郵便に限る。）又は託送（書留郵便と同等の者に限る。））により、○

○事務所長に対して非特定理由について説明を求めることができる。 

① 受 付 先：２．に同じ。 

② 受付日時：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○月○日

（○）までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、

参考見積 （略） 数値化しない 

【注：評価のウェートの欄の○○には具体的なウェートを記入するこ

と。】 

【注：担当技術者、照査技術者に関しては、当該技術者の提示を求める

場合に記入すること。】 

【注：評価のウェートの欄に（ ）が付いた項目は追加評価項目である。

業務内容に応じて適宜選択し追加すること。】 

【注：同種又は類似業務の実績については、我が国及びＷＴＯ政府調達

協定締約国その他建設市場が開放的であると認められる国等以

外の国又は地域に主たる営業所を有する建設コンサルタント等

にあっては、我が国における同種又は類似業務の実績をもって判

断すること。】 

２）（略） 

８．ヒアリング 

１）以下のとおりヒアリングを行う。 

① 実施場所：国土交通省○○地方整備局○○事務所 ○階 ○○室 

② 実施期間：平成○年○月○日（○）～平成○年○月○日（○） 

③ ヒアリングの時間は協議の上、別途通知する。 

④ 出席者：管理技術者（又は担当技術者） 

【注：担当技術者を認める場合には追記する。】 

２）３）（略） 

９．非特定理由に関する事項 

１）（略） 

２）上記１）の通知を受けた者は、通知をした日の翌日から起算して７日

（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）以内に、電子入札システム（ただ

し、○○事務所長の承諾を得て書面による場合は、持参又は郵送（書留

郵便に限る。）又は託送（書留郵便と同等の者に限る。））により、○

○事務所長に対して非特定理由について説明を求めることができる。 

① 受 付 先：２．に同じ。 

② 受付日時：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）ま
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○時○分から～○時○分まで。 

３）（略） 

１０．（略） 

（注）（略） 

 

別紙５－１ 

公募型及び簡易公募型プロポーザル方式の説明書例(総合評価型の場合) 

○○検討業務説明書 

１．業務の概要 

１）２）（略） 

３）履行期間 

契約締結日から（削る）○年○月○日までとする。 

４）～７）（略） 

２．（略） 

３．参加表明書の提出者に要求される資格要件 

参加表明書の提出者に対する資格要件は、以下のとおりとする。 

１）同種又は類似業務の実績 

参加表明書を提出する者は、下記に示される「同種又は類似業務」に

ついて、（削る）○年度以降に完了した業務において、１件以上の実績

を有さなければならない。 

同種業務：○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○業務 

【注：「同種又は類似業務」の認定範囲は、業務実施において最低限

必要と考えられる範囲とし、提出者が明確に判断できるように

記述すること。】 

２）配置予定技術者に対する要件は、以下のとおりとする。 

① 配置予定技術者の資格 

以下の資格を有する者とする。なお、外国資格を有する技術者（我

が国及びＷＴＯ政府調達協定締約国その他建設市場が開放的である

と認められる国等の業者に所属する技術者に限る。）については、あ

での（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○

分から～○時○分まで。 

３）（略） 

１０．（略） 

（注）（略） 

 

別紙５－１ 

公募型及び簡易公募型プロポーザル方式の説明書例(総合評価型の場合) 

○○検討業務説明書 

１．業務の概要 

１）２）（略） 

３）履行期間 

契約締結日から平成○年○月○日までとする。 

４）～７）（略） 

２．（略） 

３．参加表明書の提出者に要求される資格要件 

参加表明書の提出者に対する資格要件は、以下のとおりとする。 

１）同種又は類似業務の実績 

参加表明書を提出する者は、下記に示される「同種又は類似業務」に

ついて、平成○年度以降に完了した業務において、１件以上の実績を有

さなければならない。 

同種業務：○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○業務 

【注：「同種又は類似業務」の認定範囲は、業務実施において最低限

必要と考えられる範囲とし、提出者が明確に判断できるように

記述すること。】 

２）配置予定技術者に対する要件は、以下のとおりとする。 

① 配置予定技術者の資格 

以下の資格を有する者とする。なお、外国資格を有する技術者（我

が国及びＷＴＯ政府調達協定締約国その他建設市場が開放的である
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らかじめ技術士相当又はＲＣＣＭ相当との国土交通大臣認定（総合政

策局建設振興課）を受けている必要がある。 

また、参加表明書の提出期限までに当該認定を受けていない場合に

も参加表明書を提出することができるが、この場合、参加表明書提出

時に当該認定の申請書の写しを提出するものとし、当該業者が選定さ

れるためには選定通知の日までに大臣認定を受け、認定書の写しを提

出しなければならない。選定通知の日は（削る）○年○月○日（○）

を予定する。 

管理技術者：【注：別紙４－１技術提案書提出要請書例（総合評価

型の場合）の３．１）に同じ】 

照査技術者：【注：別紙４－１技術提案書提出要請書例（総合評価

型の場合）の３．１）に同じ】 

② 配置予定技術者に必要とされる同種又は類似業務の実績 

管理技術者は、①参加表明書の提出者に対する要件に示される「同

種又は類似業務」について、（削る）○年度以降に完了した業務にお

いて、１件以上の実績を有さなければならない。 

担当技術者は、下記に示されるすべての「同種又は類似業務」につ

いて、（削る）○年度以降に完了した業務において、１件以上の実績

を有さなければならない。担当技術者が複数の場合には、各担当技術

者がそれぞれ担当する業務内容に対応する下記の実績を有していれ

ばよい。 

［１］同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

［２］同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

【注：複数の「同種又は類似業務」の実績を求める場合は、全ての「同

種又は類似業務」の認定範囲を明記すること。】 

③ （略） 

３．参加表明書の作成及び記載上の留意事項 

１）（略） 

と認められる国等の業者に所属する技術者に限る。）については、あ

らかじめ技術士相当又はＲＣＣＭ相当との国土交通大臣認定（総合政

策局建設振興課）を受けている必要がある。 

また、参加表明書の提出期限までに当該認定を受けていない場合に

も参加表明書を提出することができるが、この場合、参加表明書提出

時に当該認定の申請書の写しを提出するものとし、当該業者が選定さ

れるためには選定通知の日までに大臣認定を受け、認定書の写しを提

出しなければならない。選定通知の日は平成○年○月○日（○）を予

定する。 

管理技術者：【注：別紙４－１技術提案書提出要請書例（総合評価

型の場合）の３．１）に同じ】 

照査技術者：【注：別紙４－１技術提案書提出要請書例（総合評価

型の場合）の３．１）に同じ】 

② 配置予定技術者に必要とされる同種又は類似業務の実績 

管理技術者は、①参加表明書の提出者に対する要件に示される「同

種又は類似業務」について、平成○年度以降に完了した業務において、

１件以上の実績を有さなければならない。 

担当技術者は、下記に示されるすべての「同種又は類似業務」につ

いて、平成○年度以降に完了した業務において、１件以上の実績を有

さなければならない。担当技術者が複数の場合には、各担当技術者が

それぞれ担当する業務内容に対応する下記の実績を有していればよ

い。 

［１］同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

［２］同種業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○○○○○○○○○業務 

【注：複数の「同種又は類似業務」の実績を求める場合は、全ての「同

種又は類似業務」の認定範囲を明記すること。】 

③ （略） 

３．参加表明書の作成及び記載上の留意事項 
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２）参加表明書内容の留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

予定管理

技術者の

経歴等 

・配置予定の管理技術者について、経歴等を記載する。 

・設計共同体により業務を実施する場合には、代表者が管理技

術者を配置すること。 

・同種又は類似業務の実績は（削る）○年度以降に完了した業

務を対象とし、記載する件数は最大○件とする。 

・手持ち業務は（削る）○年○月○日現在、国土交通省以外の

発注者（国内外を問わず）のものも含めすべて記載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

管理技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技術

者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業務の記

載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するものとする。 

・従事分野の経歴については、○○分野における業務経歴を記

載する。記載に当たっては、業務名、担当内容（管理、担当、

照査のいづれか）、従事期間を必ず記載。また、ＴＥＣＲＩＳ

への登録がされている場合はＴＥＣＲＩＳ番号も記載する。 

・その他の経歴として、業務表彰に関する経歴を記載する場合

はそれを確認できるもの（表彰状等）を添付するものとする。 

・当該地域の業務実績については、過去５年間の○○分野にお

ける当該地域の業務実績を記載する。記載に当たっては、業務

名、担当内容（管理、担当、照査のいづれか）、従事期間を必

ず記載し、ＴＥＣＲＩＳへの登録がされている場合はＴＥＣＲ

ＩＳ番号も記載する。 

・記載様式は様式－２とする。 

予定管理

技術者の

過去○年

間の同種

・配置予定の管理技術者が過去に従事した「同種又は類似業

務」の実績について記載する。 

・記載する業務は（削る）○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、○件とする。 

・参加表明書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

１）（略） 

２）参加表明書内容の留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

予定管理

技術者の

経歴等 

・配置予定の管理技術者について、経歴等を記載する。 

・設計共同体により業務を実施する場合には、代表者が管理技

術者を配置すること。 

・同種又は類似業務の実績は平成○年度以降に完了した業務

を対象とし、記載する件数は最大○件とする。 

・手持ち業務は平成○年○月○日現在、国土交通省以外の発注

者（国内外を問わず）のものも含めすべて記載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

管理技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技術

者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業務の記

載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するものとする。 

・従事分野の経歴については、○○分野における業務経歴を記

載する。記載に当たっては、業務名、担当内容（管理、担当、

照査のいづれか）、従事期間を必ず記載。また、ＴＥＣＲＩＳ

への登録がされている場合はＴＥＣＲＩＳ番号も記載する。 

・その他の経歴として、業務表彰に関する経歴を記載する場合

はそれを確認できるもの（表彰状等）を添付するものとする。 

・当該地域の業務実績については、過去５年間の○○分野にお

ける当該地域の業務実績を記載する。記載に当たっては、業務

名、担当内容（管理、担当、照査のいづれか）、従事期間を必

ず記載し、ＴＥＣＲＩＳへの登録がされている場合はＴＥＣＲ

ＩＳ番号も記載する。 

・記載様式は様式－２とする。 

予定管理

技術者の

過去○年

・配置予定の管理技術者が過去に従事した「同種又は類似業

務」の実績について記載する。 

・記載する業務は平成○年度以降に完了した業務とする。 
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又は類似

業務実績 

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式―３とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、１枚以内に記載する。 

業務実施

体制 

（略） 

 

企業の過

去○年間

の同種又

は類似業

務実績 

・参加表明書の提出者が過去に受託した「同種又は類似業務」

の実績について記載する。 

・記載する業務は（削る）○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、○件とする。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、１枚以内に記載する。 

【注：必要評価項目を考慮して、適宜記載事項の追加・削除すること。】 

 ３）（略） 

４．参加表明書の提出期間、提出先及び提出方法 

１）提出期間：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○月○日（○）

までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分から○時○

分まで。 

 ２）３）（略） 

５．（略） 

６．技術提案書の提出者に要求される資格要件および技術提案書の提出者を

選定するための基準 

１）技術提案書の提出者に要求される資格 

① 予算決算及び会計例（以下「予決令」という。）第７０条及び第７

１条の規定に該当しないものであること。 

② ○○地方整備局（港湾空港関係）における、（削る）○・○年度「○

○」業務に係る指名競争参加資格の○等級の認定を受けているもので

あること。 

ただし、一般又は指名競争参加資格の認定を受けていない者も参加

表明書を提出することができるが、その者が技術提案書の提出者とし

て選定された場合であっても、技術提案書を提出するためには、技術

間の同種

又は類似

業務実績 

・記載する業務数は、○件とする。 

・参加表明書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式―３とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、１枚以内に記載する。 

業務実施

体制 

（略） 

企業の過

去○年間

の同種又

は類似業

務実績 

・参加表明書の提出者が過去に受託した「同種又は類似業務」

の実績について記載する。 

・記載する業務は平成○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、○件とする。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、１枚以内に記載する。 

【注：必要評価項目を考慮して、適宜記載事項の追加・削除すること。】 

 ３）（略） 

４．参加表明書の提出期間、提出先及び提出方法 

１）提出期間：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）まで

の（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分から○時○分ま

で。 

 ２）３）（略） 

５．（略） 

６．技術提案書の提出者に要求される資格要件および技術提案書の提出者を

選定するための基準 

１）技術提案書の提出者に要求される資格 

① 予算決算及び会計例（以下「予決令」という。）第７０条及び第７

１条の規定に該当しないものであること。 

② ○○地方整備局（港湾空港関係）における、平成○・○年度「○○」

業務に係る指名競争参加資格の○等級の認定を受けているものであ

ること。 

ただし、一般又は指名競争参加資格の認定を受けていない者も参加
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提案書の提出の時において、当該資格の認定を受けていなければなら

ない。 

２）技術提案書の提出者を選定するための基準 

評価 

項目 

評 価 の 着 目 点 評価の 

ｳｪｰﾄ 

 判 断 基 準  

参

加

表

明

者

の

経

験

及

び

能

力 

 

 

 

資

格

要

件 

 

 

技

術

登

録

部

門 

当該部門のコ

ンサルタント

登録 

 

 

 

 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

 

 

成

果

の

確

実

性 

 

 

 

過去○年間の

同種又は類似

業務の実績の

内容【件数を

評価する場合

はその旨を記

述する】 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

過去○年間の

同種又は類似

業務の業務成

績【「（削る）

○年度から（

削る）○年度の

間」としても

よい】 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

 

予 資 技 技術者資格、 （略） ○○ 

表明書を提出することができるが、その者が技術提案書の提出者とし

て選定された場合であっても、技術提案書を提出するためには、技術

提案書の提出の時において、当該資格の認定を受けていなければなら

ない。 

２）技術提案書の提出者を選定するための基準 

評価 

項目 

評 価 の 着 目 点 評価の 

ｳｪｰﾄ 

 判 断 基 準  

参

加

表

明

者

の

経

験

及

び

能

力 

 

 

 

資

格

要

件 

 

 

技

術

登

録

部

門 

当該部門のコ

ンサルタント

登録 

 

 

 

 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

 

 

成

果

の

確

実

性 

 

 

 

過去○年間の

同種又は類似

業務の実績の

内容【件数を

評価する場合

はその旨を記

述する】 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

過去○年間の

同種又は類似

業務の業務成

績【「平成○

年度から平成

○年度の間」

としてもよい

（略） 

 

○○ 
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定

管

理

技

術

者

の

経

験

及

び

能

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格

要

件 

 

 

術

者

資

格 

 

その専門分野

の内容 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業

務

執

行

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

過去○年間の

同種又は類似

業務の実績の

内容【件数を

評価する場合

はその旨を記

述する】 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

過去○年間に

担当した国土

交通省発注業

務（港湾空港

関係）の業務

成績【「（削る

）○年度から

（削る）○年度

の間」として

もよい】 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専

任

制 

専

任

制 

手持ち業務金

額及び件数（

特定後未契約

のものを含む

） 

（略） 

 

〇〇 

 

 

業 業務実施体制の妥当性 （略） － 

】 

予

定

管

理

技

術

者

の

経

験

及

び

能

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資

格

要

件 

 

 

技

術

者

資

格 

 

技術者資格、

その専門分野

の内容 

 

 

 

 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業

務

執

行

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

過去○年間の

同種又は類似

業務の実績の

内容【件数を

評価する場合

はその旨を記

述する】 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

過去○年間に

担当した国土

交通省発注業

務（港湾空港

関係）の業務

成績【「平成

○年度から平

成○年度の間

」としてもよ

い】 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専

任

制 

専

任

制 

手持ち業務金

額及び件数（

特定後未契約

のものを含む

（略） 

 

〇〇 
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務

実

施

体

制 

 

 

 

 

  

 

 

 

【注：業務内容に応じて、適宜、評価項目、評価の着目点等を、追加、

変更すること。】 

【注：同種又は類似業務の実績については、我が国及びＷＴＯ政府調達

協定締約国その他建設市場が開放的であると認められる国等以

外の国又は地域に主たる営業所を有する建設コンサルタント等

にあっては、我が国における同種又は類似業務の実績をもって判

断するものとする。】 

３）（略） 

７．（略） 

８．技術提案書の作成及び記載上の留意事項 

１）２）（略） 

３）技術提案書の内容に関する留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

業務実施

体制 

（略） 

予定技術

者の経歴

等 

・配置予定の担当技術者及び照査技術者について、経歴等を記

載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定めない場合は、照査技術者に

係る記載は求めない。】 

・手持ち業務は（削る）○年○月○日現在、国土交通省以外の

発注者(国内外を問わず)のものも含めすべて記載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

担当技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技

） 

業

務

実

施

体

制 

業務実施体制の妥当性 

 

 

 

 

（略） 

 

－ 

 

 

 

 

【注：業務内容に応じて、適宜、評価項目、評価の着目点等を、追加、

変更すること。】 

【注：同種又は類似業務の実績については、我が国及びＷＴＯ政府調達

協定締約国その他建設市場が開放的であると認められる国等以

外の国又は地域に主たる営業所を有する建設コンサルタント等

にあっては、我が国における同種又は類似業務の実績をもって判

断するものとする。】 

３）（略） 

７．（略） 

８．技術提案書の作成及び記載上の留意事項 

１）２）（略） 

３）技術提案書の内容に関する留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

業務実施

体制 

（略） 

予定技術

者の経歴

等 

・配置予定の担当技術者及び照査技術者について、経歴等を記

載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定めない場合は、照査技術者に

係る記載は求めない。】 

・手持ち業務は平成○年○月○日現在、国土交通省以外の発注

者(国内外を問わず)のものも含めすべて記載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

担当技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万
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術者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業

務の記載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するもの

とする。 

・記載様式は、管理技術者、担当技術者については様式－３を、

照査技術者については様式－４を用いることとし、配置予定技

術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

予定管理

技術者の

過去○年

間の同種

又は類似

業務の実

績 

・担当技術者が過去に従事した「同種又は類似業務」の実績に

ついて記載する。 

・記載する業務は、（削る）○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、技術者１名につき１件とする。 

・技術提案書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、配置予定技術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定める場合であっても、照査技

術者に係る記載は求めない。】 

実施方針・

実施フロ

ー・工程表 

（略） 

 

特定テー

マに対す

る技術提

案 

（略） 

参考見積 （略） 

その他 （略） 

【注：参加表明書において既に求めている情報（予定管理技術者の経歴

等など）については、技術提案書に重複して求めてはならない。】 

４）～７）（略） 

９．～１７．（略） 

（注）（略） 

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技

術者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業

務の記載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するもの

とする。 

・記載様式は、管理技術者、担当技術者については様式－３を、

照査技術者については様式－４を用いることとし、配置予定技

術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

予定管理

技術者の

過去○年

間の同種

又は類似

業務の実

績 

・担当技術者が過去に従事した「同種又は類似業務」の実績に

ついて記載する。 

・記載する業務は、平成○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、技術者１名につき１件とする。 

・技術提案書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、配置予定技術者１名につきＡ４判１枚に記載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定める場合であっても、照査技

術者に係る記載は求めない。】 

実施方針・

実施フロ

ー・工程表 

（略） 

 

特定テー

マに対す

る技術提

案 

（略） 

参考見積 （略） 

その他 （略） 

【注：参加表明書において既に求めている情報（予定管理技術者の経歴

等など）については、技術提案書に重複して求めてはならない。】 

４）～７）（略） 
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別紙５－２ 

公募型及び簡易公募型プロポーザル方式の説明書例(技術者評価型の場合) 

○○検討業務説明書 

１．業務の概要 

１）２）（略） 

３）履行期間 

契約締結日から（削る）○年○月○日までとする。 

４）～７）（略） 

２．（略） 

３．参加表明書の提出者に要求される資格要件 

参加表明書の提出者に対する資格要件は、以下のとおりとする。 

１）同種又は類似業務の実績 

参加表明書を提出する者は、下記に示される「同種又は類似業務」に

ついて、（削る）○年度以降に完了した業務において、１件以上の実績

を有さなければならない。 

同種業務：○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○業務 

【注：「同種又は類似業務」の認定範囲は、業務実績において最低限必

要と考えられる範囲とし、提出者が明確に判断できるように記述

すること。】 

２）配置予定技術者に対する要件は、以下のとおりとする。 

① 配置予定技術者の資格 

以下の資格を有する者とする。なお、外国資格を有する技術者（我

が国及びＷＴＯ政府調達協定締約国その他建設市場が開放的である

と認められる国等の業者に所属する技術者に限る。）については、あ

らかじめ技術士相当又はＲＣＣＭ相当との国土交通大臣認定（総合政

策局建設振興課）を受けている必要がある。 

また、参加表明書の提出期限までに当該認定を受けていない場合に

も参加表明書を提出することができるが、この場合、参加表明書提出

９．～１７．（略） 

（注）（略） 

 

別紙５－２ 

公募型及び簡易公募型プロポーザル方式の説明書例(技術者評価型の場合) 

○○検討業務説明書 

１．業務の概要 

１）２）（略） 

３）履行期間 

契約締結日から平成○年○月○日までとする。 

４）～７）（略） 

２．（略） 

３．参加表明書の提出者に要求される資格要件 

参加表明書の提出者に対する資格要件は、以下のとおりとする。 

１）同種又は類似業務の実績 

参加表明書を提出する者は、下記に示される「同種又は類似業務」に

ついて、平成○年度以降に完了した業務において、１件以上の実績を有

さなければならない。 

同種業務：○○○○○○○○業務 

類似業務：○○○○○○○○業務 

【注：「同種又は類似業務」の認定範囲は、業務実績において最低限必

要と考えられる範囲とし、提出者が明確に判断できるように記述

すること。】 

２）配置予定技術者に対する要件は、以下のとおりとする。 

① 配置予定技術者の資格 

以下の資格を有する者とする。なお、外国資格を有する技術者（我

が国及びＷＴＯ政府調達協定締約国その他建設市場が開放的である

と認められる国等の業者に所属する技術者に限る。）については、あ

らかじめ技術士相当又はＲＣＣＭ相当との国土交通大臣認定（総合政

策局建設振興課）を受けている必要がある。 
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時に当該認定の申請書の写しを提出するものとし、当該業者が選定さ

れるためには選定通知の日までに大臣認定を受け、認定書の写しを提

出しなければならない。選定通知の日は（削る）○年○月○日（○）

を予定する。 

管理技術者：【注：別紙４－２技術提案書提出要請書例（技術者評

価型の場合）の３．１）に同じ】 

照査技術者：【注：別紙４－２技術提案書提出要請書例（技術者評

価型の場合）の３．１）に同じ】 

② 配置予定技術者に必要とされる同種又は類似業務の実績 

管理技術者は、①参加表明書の提出者に対する要件に示される「同

種又は類似業務」について、（削る）○年度以降に完了した業務にお

いて、１件以上の実績を有さなければならない。 

【注：担当技術者の提示を求める場合には、当該技術者に関する同種

又は類似業務の認定範囲を記述すること。】 

③ （略） 

３．参加表明書の作成及び記載上の留意事項 

１）（略） 

２）参加表明書内容の留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

定管理技

術者の経

歴等 

・配置予定の監理技術者について、経歴等を記載する。 

・設計共同体により業務を実施する場合には、代表者が管理技

術者を配置すること。 

・同種又は類似業務の実績は（削る）○年度以降に完了した業

務を対象とし、記載する件数は最大○件とする。 

・手持ち業務は（削る）○年○月○日現在、国土交通省以外の

発注者（国内外を問わず）のものも含め全て記

載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

管理技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

また、参加表明書の提出期限までに当該認定を受けていない場合に

も参加表明書を提出することができるが、この場合、参加表明書提出

時に当該認定の申請書の写しを提出するものとし、当該業者が選定さ

れるためには選定通知の日までに大臣認定を受け、認定書の写しを提

出しなければならない。選定通知の日は平成○年○月○日（○）を予

定する。 

管理技術者：【注：別紙４－２技術提案書提出要請書例（技術者評

価型の場合）の３．１）に同じ】 

照査技術者：【注：別紙４－２技術提案書提出要請書例（技術者評

価型の場合）の３．１）に同じ】 

② 配置予定技術者に必要とされる同種又は類似業務の実績 

管理技術者は、①参加表明書の提出者に対する要件に示される「同

種又は類似業務」について、平成○年度以降に完了した業務において、

１件以上の実績を有さなければならない。 

【注：担当技術者の提示を求める場合には、当該技術者に関する同種

又は類似業務の認定範囲を記述すること。】 

③ （略） 

３．参加表明書の作成及び記載上の留意事項 

１）（略） 

２）参加表明書内容の留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

定管理技

術者の経

歴等 

・配置予定の監理技術者について、経歴等を記載する。 

・設計共同体により業務を実施する場合には、代表者が管理技

術者を配置すること。 

・同種又は類似業務の実績は平成○年度以降に完了した業務

を対象とし、記載する件数は最大○件とする。 

・手持ち業務は平成○年○月○日現在、国土交通省以外の発注

者（国内外を問わず）のものも含め全て記載す

る。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 
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・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技術

者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業務

の記載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するものと

する。 

・従事分野の経歴については、○○分野における業務経歴を記

載する。記載に当たっては、業務名、担当内容（管理、担当、

照査のいづれか）、従事期間を必ず記載。また、ＴＥＣＲＩ

Ｓへの登録がされている場合はＴＥＣＲＩＳ番号も記載す

る。 

・その他の経歴として、業務表彰に関する経歴を記載する場合

はそれを確認できるもの（表彰状等）を添付するものとする。 

・当該地域の業務実績については、過去５年間の○○分野にお

ける当該地域の業務実績を記載する。記載に当たっては、業務

名、担当内容（管理、担当、照査のいづれか）、従事期間を必

ず記載し、ＴＥＣＲＩＳへの登録がされている場合はＴＥＣＲ

ＩＳ番号も記載する。 

・記載様式は様式－２とする 

予定管理

技術者の

過去○年

間の同種

又は類似

業務実績 

・配置予定の管理技術者が過去に従事した「同種又は類似業

務」の実績について記載する。 

・記載する業務は（削る）○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、○件とする。 

・参加表明書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式－３とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、１枚以内に記載する。 

業務実施

体制 

（略） 

企業の過

去○年間

の同種又

は類似業

・参加表明書の提出者が過去に受託した「同種又は類似業務」

の実績について記載する。 

・記載する業務は（削る）○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、○件とする。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

管理技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技術

者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業務

の記載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するものと

する。 

・従事分野の経歴については、○○分野における業務経歴を記

載する。記載に当たっては、業務名、担当内容（管理、担当、

照査のいづれか）、従事期間を必ず記載。また、ＴＥＣＲＩ

Ｓへの登録がされている場合はＴＥＣＲＩＳ番号も記載す

る。 

・その他の経歴として、業務表彰に関する経歴を記載する場合

はそれを確認できるもの（表彰状等）を添付するものとする。 

・当該地域の業務実績については、過去５年間の○○分野にお

ける当該地域の業務実績を記載する。記載に当たっては、業務

名、担当内容（管理、担当、照査のいづれか）、従事期間を必

ず記載し、ＴＥＣＲＩＳへの登録がされている場合はＴＥＣＲ

ＩＳ番号も記載する。 

・記載様式は様式－２とする 

予定管理

技術者の

過去○年

間の同種

又は類似

業務実績 

・配置予定の管理技術者が過去に従事した「同種又は類似業

務」の実績について記載する。 

・記載する業務は平成○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、○件とする。 

・参加表明書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式－３とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、１枚以内に記載する。 

業務実施

体制 

（略） 

企業の過

去○年間

・参加表明書の提出者が過去に受託した「同種又は類似業務」

の実績について記載する。 

・記載する業務は平成○年度以降に完了した業務とする。 
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務実績 め、１枚以内に記載する。 

【注：必要評価項目を考慮して、適宜記載事項の追加・削除すること。】 

３）（略） 

４．参加表明書の提出期間、提出先及び提出方法 

１）提出期間：（削る）○年○月○日（○）から（削る）○年○月○日（○）

までの（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○

分から○時○分まで。 

２）３）（略） 

５．（略） 

６．技術提案書の提出者に要求される資格要件および技術提案書の提出者を

選定するための基準 

１）技術提案書の提出者に要求される資格 

① 予算決算及び会計令（以下「予決令」という。）第７０条及び第７

１条の規定に該当しないものであること。 

② ○○地方整備局（港湾空港関係に限る）における（削る）○・○年

度競争参加資格「○○○○」の○等級の決定を受けているものである

こと。 

ただし、一般又は指名競争参加資格の認定を受けていない者も参加

表明書を提出することができるが、その者が技術提案書の提出者とし

て選定された場合であっても、技術提案書を提出するためには、技術

提案書の提出の時において、当該資格の認定を受けていなければなら

ない。 

２）技術提案書の提出者を選定するための基準 

評価 

項目 

評価の着目点 評価の 

ｳｪｰﾄ 

 判断基準  

参

加

表

資

格

要

技

術

部

当該部門のコン

サルタント登録 

 

（略） ○○ 

 

 

の同種又

は類似業

務実績 

・記載する業務数は、○件とする。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、１枚以内に記載する。 

【注：必要評価項目を考慮して、適宜記載事項の追加・削除すること。】 

３）（略） 

４．参加表明書の提出期間、提出先及び提出方法 

１）提出期間：平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）まで

の（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）毎日、○時○分か

ら○時○分まで。 

２）３）（略） 

５．（略） 

６．技術提案書の提出者に要求される資格要件および技術提案書の提出者を

選定するための基準 

１）技術提案書の提出者に要求される資格 

① 予算決算及び会計令（以下「予決令」という。）第７０条及び第７

１条の規定に該当しないものであること。 

② ○○地方整備局（港湾空港関係に限る）における平成○・○年度競

争参加資格「○○○○」の○等級の決定を受けているものであること。 

 

ただし、一般又は指名競争参加資格の認定を受けていない者も参加

表明書を提出することができるが、その者が技術提案書の提出者とし

て選定された場合であっても、技術提案書を提出するためには、技術

提案書の提出の時において、当該資格の認定を受けていなければなら

ない。 

２）技術提案書の提出者を選定するための基準 

評価 

項目 

評価の着目点 評価の 

ｳｪｰﾄ 

 判断基準  

参 資 技 当該部門のコン （略） ○○ 
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明

者

の

経

験

及

び

能

力 

 

 

 

件 

 

 

門

登

録 

 

 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

 

 

成

果

の

確

実

性 

 

 

 

過去○年間の同

種又は類似業務

の実績の内容【

件数を評価する

場合はその旨を

記述する】 

（略） ○○ 

 

 

 

過去○年間の同

種又は類似業務

の業務成績【「

（削る）○年度

から（削る）○

年度の間」とし

てもよい】 

 

（略） ○○ 

 

 

 

 

予

定

管

理

技

術

者

の

経

験

及

び

資

格

要

件 

 

 

技

術

者

資

格 

 

技術者資格、そ

の専門分野の内

容 

 

 

 

 

（略） ○○ 

 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

業

務

執

行

技

過去○年間の同

種又は類似業務

の実績の内容【

件数を評価する

場合はその旨を

（略） ○○ 

 

 

 

加

表

明

者

の

経

験

及

び

能

力 

 

 

 

格

要

件 

 

 

術

部

門

登

録 

サルタント登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専

門

技

術

力 

 

 

 

 

成

果

の

確

実

性 

 

 

 

過去○年間の同

種又は類似業務

の実績の内容【

件数を評価する

場合はその旨を

記述する】 

（略） ○○ 

 

 

 

過去○年間の同

種又は類似業務

の業務成績【「

平成○年度から

平成○年度の間

」としてもよい

】 

 

（略） ○○ 

 

 

 

 

予

定

管

理

技

術

者

の

経

験

資

格

要

件 

 

 

技

術

者

資

格 

 

技術者資格、そ

の専門分野の内

容 

 

 

 

 

（略） ○○ 

 

 

 

 

 

専

門

技

業

務

執

過去○年間の同

種又は類似業務

の実績の内容【

（略） ○○ 
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能

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

記述する】 

過去○年間に担

当した国土交通

省発注業務（港

湾空港関係）の

業務成績【「（

削る）○年度か

ら（削る）○年

度の間」として

もよい】 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

 

 

 

 

専

任

制 

専

任

制 

手持ち業務金額

及び件数（特定

後未契約のもの

を含む） 

（略） ○○ 

 

 

業

務

実

施

体

制 

業務実施体制の妥当性 

 

 

 

 

 

（略） ― 

 

 

 

 

 

【注：業務内容に応じて、敵宜、評価項目、評価の着目点等を、別紙１

１－１を参考にして追加、変更すること。】 

【注：同種又は類似業務の実績については、我が国及びＷＴＯ政府調達

協定締約国その他建設市場が開放的であると認められる国等以

外の国又は地域に主たる営業所を有する建設コンサルタント等

にあっては、我が国における同種又は類似業務の実績をもって判

断するものとする。】 

３）（略） 

７．（略） 

及

び

能

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行

技

術

力 

 

 

 

 

 

 

 

件数を評価する

場合はその旨を

記述する】 

 

過去○年間に担

当した国土交通

省発注業務（港

湾空港関係）の

業務成績【「平

成○年度から平

成○年度の間」

としてもよい】 

 

（略） 

 

○○ 

 

 

 

 

 

 

 

専

任

制 

専

任

制 

手持ち業務金額

及び件数（特定

後未契約のもの

を含む） 

（略） ○○ 

 

 

業

務

実

施

体

制 

業務実施体制の妥当性 

 

 

 

 

 

（略） ― 

 

 

 

 

 

【注：業務内容に応じて、敵宜、評価項目、評価の着目点等を、別紙１

１－１を参考にして追加、変更すること。】 

【注：同種又は類似業務の実績については、我が国及びＷＴＯ政府調達

協定締約国その他建設市場が開放的であると認められる国等以

外の国又は地域に主たる営業所を有する建設コンサルタント等

にあっては、我が国における同種又は類似業務の実績をもって判

断するものとする。】 
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８．技術提案書の作成及び記載上の留意事項 

１）２）（略） 

３）技術提案書の内容に関する留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

業務実施

体制 

（略） 

予定技術

者の経歴

等【注：担

当技術者、

照査技術

者につい

て提示を

求める場

合にのみ

記 述 す

る。】 

・配置予定の担当技術者及び照査技術者について、経歴等を記

載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定めない場合は、照査技術者に

係る記載は求めない。】 

・手持ち業務は（削る）○年○月○日現在、国土交通省以外の

発注者（国内外を問わず）のものも含めすべて記載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

担当技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技術

者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業務の記

載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するものとする。 

・記載様式は、担当技術者については様式－３を、照査技術者

については様式－４を用いることとし、配置技術者 1 名につ

きＡ４版１枚に記載する。 

予定技術

者の過去

○年間の

同種又は

類似業務

の 実 績

【注：担当

技術者に

ついて提

・担当技術者が過去に従事した「同種又は類似業務」の実績に

ついて記載する。 

・記載する業務は、（削る）○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、技術者1名につき１件とする。 

・技術提案書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、配置予定技術者 1名につきＡ４版１枚に記載する。 

３）（略） 

７．（略） 

８．技術提案書の作成及び記載上の留意事項 

１）２）（略） 

３）技術提案書の内容に関する留意事項 

記載事項 内容に関する留意事項 

業務実施

体制 

（略） 

予定技術

者の経歴

等【注：担

当技術者、

照査技術

者につい

て提示を

求める場

合にのみ

記 述 す

る。】 

・配置予定の担当技術者及び照査技術者について、経歴等を記

載する。 

【注：設計図書に照査技術者を定めない場合は、照査技術者に

係る記載は求めない。】 

・手持ち業務は平成○年○月○日現在、国土交通省以外の発注

者（国内外を問わず）のものも含めすべて記載する。 

手持ち業務とは以下のものを指す。 

担当技術者：管理技術者及び担当技術者となっている５００万

円以上の他の業務 

・プロポーザル方式による本業務以外の業務で配置予定技術

者として特定された未契約業務がある場合は、手持ち業務の記

載対象とし、業務名の後に「特定済」と明記するものとする。 

・記載様式は、担当技術者については様式－３を、照査技術者

については様式－４を用いることとし、配置技術者 1 名につ

きＡ４版１枚に記載する。 

予定技術

者の過去

○年間の

同種又は

類似業務

の 実 績

【注：担当

・担当技術者が過去に従事した「同種又は類似業務」の実績に

ついて記載する。 

・記載する業務は、平成○年度以降に完了した業務とする。 

・記載する業務数は、技術者1名につき１件とする。 

・技術提案書の提出者以外が受託した業務実績を記載する場

合は、当該業務を受託した企業名等を記載すること。 

・記載様式は様式－５とし、図面、写真等を引用する場合も含

め、配置予定技術者 1名につきＡ４版１枚に記載する。 
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示を求め

る場合に

のみ記述

する。】 

業務への

取り組み

姿勢 

（略） 

参考見積

（概算） 

（略） 

【注：参加表明書において既に求めている情報（予定管理技術者の経歴

等など）については、技術提案書に重複して求めてはならない。】 

４）～７）（略） 

９．～１７）（略） 

（注）（略） 

 

別紙６ 

（削る）○年○月○日 

 

    殿 

契約担当官等      

官職 氏名 （削る） 

技術提案書の提出要請書の送付について 

 「○○○○○○業務」の技術提案書の提出を下記の通り要請します。 

記 

 １（略） 

 ２ 技術提案書を提出する意思の有無を別添の意思表明書により（削る）

○年○月○日までに当職あて提出して下さい。なお、（削る）○年○月

○日までに意思表明書の提出がない場合には、技術提案書を提出する意

思がないものと見なします。 

 ３（略） 

技術者に

ついて提

示を求め

る場合に

のみ記述

する。】 

業務への

取り組み

姿勢 

（略） 

参考見積

（概算） 

（略） 

【注：参加表明書において既に求めている情報（予定管理技術者の経歴

等など）については、技術提案書に重複して求めてはならない。】 

４）～７）（略） 

９．～１７）（略） 

（注）（略） 

 

別紙６ 

平成○年○月○日 

 

    殿 

契約担当官等   

官職 氏名 印 

技術提案書の提出要請書の送付について 

 「○○○○○○業務」の技術提案書の提出を下記の通り要請します。 

記 

 １（略） 

 ２ 技術提案書を提出する意思の有無を別添の意思表明書により平成○年

○月○日までに当職あて提出して下さい。なお、平成○年○月○日まで

に意思表明書の提出がない場合には、技術提案書を提出する意思がない
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 ４（略） 

（別添） 

（削る）○年○月○日 

 契約担当官等 

  官職 氏名 殿 

住所        

会社名       

代表者名 （削る） 

意思表明書 

 （削る）○年○月○日付けをもって技術提案書の提出を要請された下記業

務について当社としては、提出する意思が あるない 旨をここに表明します。 

記 

 業務名：                  

 

別紙７ 

（様式－１） 

参加表明書 

業務の名称 

履行期限 

 標記業務の技術提案書に基づく選定の参加について関心がありますので、

技術資料を提出します。 

（削る）○年○月○日 

○○地方整備局長（副局長又は次長） 

 ○○ ○○ 殿 

提出者） 住所 

電話番号 

（削る） 

会社名   ○○建設コンサルタント（株） 

代表者   役職名  氏名  （削る） 

作成者） 担当部署 

ものと見なします。 

 ３（略） 

 ４（略） 

（別添） 

平成○年○月○日 

 契約担当官等 

  官職 氏名 殿 

住所     

会社名    

代表者名 印 

意思表明書 

 平成○年○月○日付けをもって技術提案書の提出を要請された下記業務に

ついて当社としては、提出する意思が あるない 旨をここに表明します。 

記 

 業務名：                  

 

別紙７ 

（様式－１） 

参加表明書 

業務の名称 

履行期限 

 標記業務の技術提案書に基づく選定の参加について関心がありますので、

技術資料を提出します。 

平成○年○月○日 

○○地方整備局長（副局長又は次長） 

 ○○ ○○ 殿 

提出者） 住所 

電話番号 

ＦＡＸ 

会社名   ○○建設コンサルタント（株） 



                  

39 

 

氏名 

（削る） 

Ｅ－ｍａｉｌ 

（設計共同体の場合は、以下のように記入するこ

と。） 

住所：  共同体事務所の所在地 

電話番号：共同体事務所の電話番号 

（削る） 

会社名： ○○○○業務 

△△・○○設計共同体 

代表者： △△（株） 役職名 氏名 （削る） 

 ○○（株） 役職名 氏名 （削る） 

（様式－２） 

・予定管理技術者の経歴等 

①氏名 ②生年月日 

③所属・役職 

④保有資格 

技 術 士（部門： 分野： ）・登録番号：  ・取得年月日： 

ＲＣＣＭ（部門：     ）・登録番号：  ・取得年月日： 

そ の 他（名称：     ）・登録番号：  ・取得年月日： 

⑤同種又は類似業務経歴（○件まで） 

業務名 業務概要 発注機関 履行期間 

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （ 技術者として従事）   

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （ 技術者として従事）   

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （ 技術者として従事）   

⑥手持業務の状況（（削る） 年 月 日現在）、契約金額５００万円以上 

業務名 発注機関 履行期間 契約金額 

 

 

 

 

 

 

（契約金額合計 

万円） 

代表者   役職名  氏名  印 

作成者） 担当部署 

氏名 

ＦＡＸ 

Ｅ－ｍａｉｌ 

（設計共同体の場合は、以下のように記入するこ

と。） 

住所：  共同体事務所の所在地 

電話番号：共同体事務所の電話番号 

ＦＡＸ： 共同体事務所のＦＡＸ 

会社名： ○○○○業務 

△△・○○設計共同体 

代表者： △△（株） 役職名  氏名  印 

 ○○（株） 役職名  氏名  印 

（様式－２） 

・予定管理技術者の経歴等 

①氏名 ②生年月日 

③所属・役職 

④保有資格 

技 術 士（部門： 分野： ）・登録番号：  ・取得年月日： 

ＲＣＣＭ（部門：     ）・登録番号：  ・取得年月日： 

そ の 他（名称：     ）・登録番号：  ・取得年月日： 

⑤同種又は類似業務経歴（○件まで） 

業務名 業務概要 発注機関 履行期間 

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （ 技術者として従事）   

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （ 技術者として従事）   

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （ 技術者として従事）   

⑥手持業務の状況（平成 年 月 日現在）、契約金額５００万円以上 

業務名 発注機関 履行期間 契約金額 
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⑦従事技術分野の経歴（直近の順に記入） 

１）     年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

２）     年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

３）     年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

累  計（  年  ヶ月） 

⑧その他の経歴（業務表彰、その他） 

 

⑨当該地域の業務実績（過去○年間） 

 

【⑦、⑧、⑨の各欄は、それらの項目を追加評価事項として用いる場合に、

参加表明書への記載を求める】 

（様式－３）～（様式－８）（略） 

（様式－９） 

・自己資本比率（（削る）○年○月○日現在） 

【自己資本比率を評価項目とする場合】 

自己資本 百万円 

総 資 本 百万円 

自己資本比率           ％ 

注：自己資本金額及び総資本金額は百万円単位で記載し、十万円単位は四

捨五入する。 

（様式－１０）（略） 

 

別紙８（略） 

別紙９ 

（削る）○年○月○日 

   殿 

契約担当官等       

官職 氏名  （削る） 

選定通知書 

 

 

 

 

 

 

（契約金額合計 

万円） 

⑦従事技術分野の経歴（直近の順に記入） 

１）     年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

２）     年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

３）     年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

累  計（  年  ヶ月） 

⑧その他の経歴（業務表彰、その他） 

 

⑨当該地域の業務実績（過去○年間） 

 

【⑦、⑧、⑨の各欄は、それらの項目を追加評価事項として用いる場合に、

参加表明書への記載を求める】 

（様式－３）～（様式－８）（略） 

（様式－９） 

・自己資本比率（平成○年○月○日現在） 

【自己資本比率を評価項目とする場合】 

自己資本 百万円 

総 資 本 百万円 

自己資本比率           ％ 

注：自己資本金額及び総資本金額は百万円単位で記載し、十万円単位は四

捨五入する。 

（様式－１０）（略） 

 

別紙８（略） 

別紙９ 

平成○年○月○日 

   殿 

契約担当官等    



                  

41 

 

  （削る）○年○月○日付けで貴社から参加表明書が提出された次の業務に

ついて、技術提案書の提出者として選定しましたので、技術提案書の提出を

下記のとおり要請します。 

      業務名：                       

記 

 １～３（略） 

 

別紙１０－１ 

技術提案書標準例(総合評価型の場合) 

（様式―１） 

技術提案書 

業務の名称 

履行期限 

標記業務について、技術提案書を提出します。 

（削る）○年○月○日 

○○地方整備局○○事務所長 

 ○○ ○○ 殿 

提出者） 住所 

電話番号 

（削る） 

会社名   ○○建設コンサルタント（株） 

代表者   役職名  氏名  （削る） 

作成者） 担当部署 

氏名 

（削る） 

Ｅ－ｍａｉｌ 

（様式―２）（略） 

（様式―３） 

・予定技術者の経歴 

○○技術者の経歴 

官職 氏名  印 

選定通知書 

  平成○年○月○日付けで貴社から参加表明書が提出された次の業務につい

て、技術提案書の提出者として選定しましたので、技術提案書の提出を下記

のとおり要請します。 

      業務名：                       

記 

 １～３（略） 

 

別紙１０－１ 

技術提案書標準例(総合評価型の場合) 

（様式―１） 

技術提案書 

業務の名称 

履行期限 

標記業務について、技術提案書を提出します。 

平成○年○月○日 

○○地方整備局○○事務所長 

 ○○ ○○ 殿 

提出者） 住所 

電話番号 

ＦＡＸ 

会社名   ○○建設コンサルタント（株） 

代表者   役職名  氏名  印 

作成者） 担当部署 

氏名 

ＦＡＸ 

Ｅ－ｍａｉｌ 

（様式―２）（略） 

（様式―３） 
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①氏名 ②生年月日 

③所属・役職 

④保有資格 

技 術 士（部門： 分野： ）・登録番号： ・取得年月日： 

ＲＣＣＭ（部門：     ）・登録番号： ・取得年月日： 

そ の 他（名称：     ）・登録番号： ・取得年月日： 

⑤同種又は類似業務経歴（○件まで） 

業 務 名 業務概要 発注機関 

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

⑥手持業務の状況（（削る） 年 月 日現在）、契約金額５００万円以上 

業務名 発注機関 履行期間 契約金額 

 

 

 

 

 

 

（契約金額合計 

万円） 

⑦従事技術分野の経歴（直近の順に記入） 

１）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

２）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

３）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

累  計（  年  ヶ月） 

⑧その他の経歴（業務表彰、その他） 

 

⑨当該地域の業務実績（過去○年間） 

 

注：「○○技術者」は、管理、担当技術者の各名称を記述する。 

【⑦、⑧、⑨の各欄は、それらの項目を追加評価事項として用いる場合に、

技術提案書への記載を求める】 

（様式－４）～（様式－８）（略） 

 

・予定技術者の経歴 

○○技術者の経歴 

①氏名 ②生年月日 

③所属・役職 

④保有資格 

技 術 士（部門： 分野： ）・登録番号： ・取得年月日： 

ＲＣＣＭ（部門：     ）・登録番号： ・取得年月日： 

そ の 他（名称：     ）・登録番号： ・取得年月日： 

⑤同種又は類似業務経歴（○件まで） 

業 務 名 業務概要 発注機関 

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

⑥手持業務の状況（平成 年 月 日現在）、契約金額５００万円以上 

業務名 発注機関 履行期間 契約金額 

 

 

 

 

 

 

（契約金額合計 

万円） 

⑦従事技術分野の経歴（直近の順に記入） 

１）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

２）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

３）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

累  計（  年  ヶ月） 

⑧その他の経歴（業務表彰、その他） 

 

⑨当該地域の業務実績（過去○年間） 

 

注：「○○技術者」は、管理、担当技術者の各名称を記述する。 

【⑦、⑧、⑨の各欄は、それらの項目を追加評価事項として用いる場合に、

技術提案書への記載を求める】 
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別紙１０－２ 

技術提案書標準例（技術者評価型の場合） 

（様式―１） 

技術提案書 

業務の名称 

履行期限 

標記業務について、技術提案書を提出します。 

（削る）○年○月○日 

○○地方整備局○○事務所長 

 ○○ ○○ 殿 

提出者） 住所 

電話番号 

（削る） 

会社名   ○○建設コンサルタント（株） 

代表者   役職名  氏名  （削る） 

作成者） 担当部署 

氏名 

（削る） 

Ｅ－ｍａｉｌ 

（様式―２）（略） 

（様式―３） 

・予定技術者の経歴 

○○技術者の経歴 

①氏名 ②生年月日 

③所属・役職 

④保有資格 

技 術 士（部門： 分野： ）・登録番号： ・取得年月日： 

ＲＣＣＭ（部門：     ）・登録番号： ・取得年月日： 

そ の 他（名称：     ）・登録番号： ・取得年月日： 

⑤同種又は類似業務経歴（○件まで） 

（様式－４）～（様式－８）（略） 

 

別紙１０－２ 

技術提案書標準例（技術者評価型の場合） 

（様式―１） 

技術提案書 

業務の名称 

履行期限 

標記業務について、技術提案書を提出します。 

平成○年○月○日 

○○地方整備局○○事務所長 

 ○○ ○○ 殿 

提出者） 住所 

電話番号 

ＦＡＸ 

会社名   ○○建設コンサルタント（株） 

代表者   役職名  氏名  印 

作成者） 担当部署 

氏名 

ＦＡＸ 

Ｅ－ｍａｉｌ 

（様式―２）（略） 

（様式―３） 

・予定技術者の経歴 

○○技術者の経歴 

①氏名 ②生年月日 

③所属・役職 

④保有資格 

技 術 士（部門： 分野： ）・登録番号： ・取得年月日： 

ＲＣＣＭ（部門：     ）・登録番号： ・取得年月日： 
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業 務 名 業務概要 発注機関 

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

⑥手持業務の状況（（削る） 年 月 日現在）、契約金額５００万円以上 

業務名 発注機関 履行期間 契約金額 

 

 

 

 

 

 

（契約金額合計 

万円） 

⑦従事技術分野の経歴（直近の順に記入） 

１）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

２）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

３）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

累  計（  年  ヶ月） 

⑧その他の経歴（業務表彰、その他） 

 

⑨当該地域の業務実績（過去○年間） 

 

注：「○○技術者」は、管理、担当技術者の各名称を記述する。 

【⑦、⑧、⑨の各欄は、それらの項目を追加評価事項として用いる場合に、

技術提案書への記載を求める】 

（様式―４）～（様式―６）（略） 

 

別紙１１～別紙１２－２（略） 

 

別紙１３ 

（削る）○年○月○日 

   殿 

契約担当官等       

官職 氏名  （削る） 

そ の 他（名称：     ）・登録番号： ・取得年月日： 

⑤同種又は類似業務経歴（○件まで） 

業 務 名 業務概要 発注機関 

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

ＴＥＣＲＩＳ 登録番号： （  技術者として従事）  

⑥手持業務の状況（平成 年 月 日現在）、契約金額５００万円以上 

業務名 発注機関 履行期間 契約金額 

 

 

 

 

 

 

（契約金額合計 

万円） 

⑦従事技術分野の経歴（直近の順に記入） 

１）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

２）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

３）      年  月～   年  月（  年  ヶ月） 

累  計（  年  ヶ月） 

⑧その他の経歴（業務表彰、その他） 

 

⑨当該地域の業務実績（過去○年間） 

 

注：「○○技術者」は、管理、担当技術者の各名称を記述する。 

【⑦、⑧、⑨の各欄は、それらの項目を追加評価事項として用いる場合に、

技術提案書への記載を求める】 

（様式―４）～（様式―６）（略） 

 

別紙１１～別紙１２－２（略） 

 

別紙１３ 

平成○年○月○日 

   殿 
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非選定(非特定、非指名)通知書 

  （削る）○年○月○日付けで貴社から提出のあった次の業務の参加表明書

（技術提案書）については、下記の理由により技術提案書の提出者として選

定（特定、入札参加者として選定）しなかったので通知します。 

  なお、この通知の日の翌日から起算して○日（行政機関の休日に関する法

律（昭和６３年法律第９１号）第１条に規定する行政機関の休日を含まない。）

以内に電子入札システム（ただし、○○事務所長の承諾を得て書面による場

合は、持参又は郵送（書留郵便に限る。）又は託送（書留郵便と同等の者に限

る。））により、非選定（非特定、非指名）理由についての説明を求めること

ができます。 

      業務名：                      

記 

  貴社については、評価の着目点のうち、○○及び○○において他社が優位

であると判断したため、非選定（非特定、非指名）としたものです。 

 

 

 

契約担当官等    

官職 氏名  印 

非選定(非特定、非指名)通知書 

  平成○年○月○日付けで貴社から提出のあった次の業務の参加表明書（技

術提案書）については、下記の理由により技術提案書の提出者として選定（特

定、入札参加者として選定）しなかったので通知します。 

  なお、この通知の日の翌日から起算して○日（行政機関の休日に関する法

律（昭和６３年法律第９１号）第１条に規定する行政機関の休日を含まない。）

以内に電子入札システム（ただし、○○事務所長の承諾を得て書面による場

合は、持参又は郵送（書留郵便に限る。）又は託送（書留郵便と同等の者に限

る。））により、非選定（非特定、非指名）理由についての説明を求めること

ができます。 

      業務名：                      

記 

  貴社については、評価の着目点のうち、○○及び○○において他社が優位

であると判断したため、非選定（非特定、非指名）としたものです。 

 

 

 

 



                  

1 

 

（別紙） 

２．工事に係る発注の見通しに関する事項の公表における工事発注規模の公表の試行について（平成 19 年 4 月 18 日国港総第 47－2 号、国港技第 4－2 号） 

改   正   後 改   正   前 

（別紙） 

港湾土木工事、空港等土木工事、港

湾等しゅんせつ工事、港湾等鋼構造

物工事 

 

空港等舗装工事 

 

3,700万円未満 

 

5,000万円未満 

 

 3,700万円以上  9,000万円未満 

 5,000万円以上1億2,000万円未満 

 9,000万円以上1億5,000万円未満 

 1億2,000万円以上2億5,000万円未満 

 

 

1億5,000万円以上2億5,000万円未満 

 

2億5,000万円以上   適用額未満 

 

2億5,000万円以上    適用額未満 

 

適用額以上       15億円未満 

 

 

適用額以上        10億円未満 

 

10億円以上    20億円未満 

 15億円以上    30億円未満 

 20億円以上 

 30億円以上    50億円未満 

（別紙） 

港湾土木工事、空港等土木工事、港

湾等しゅんせつ工事、港湾等鋼構造

物工事 

 

空港等舗装工事 

 

3,700万円未満 

 

5,000万円未満 

 

 3,700万円以上  9,000万円未満 

 5,000万円以上1億2,000万円未満 

 9,000万円以上1億5,000万円未満 

 1億2,000万円以上2億5,000万円未満 

 

 

1億5,000万円以上2億5,000万円未満 

 

2億5,000万円以上6億9,000万円未満 

 

2億5,000万円以上6億9,000万円未満 

 

6億9,000万円以上    15億円未満 

 

 

6億9,000万円以上     10億円未満 

 

10億円以上    20億円未満 

 15億円以上    30億円未満 

 20億円以上 

 30億円以上    50億円未満 



                  

2 

 

  

 

 

50億円以上 

 

※適用額 「工事又は業務等に係る通知等における基準額について」（令和４

年３月３０日付け国官会第２３７５９号、国官技第３７７号、国営

管第８４８号、国営計第２１４号、国営整第１７２号、国港総第７

５０号、国港技第１１１号、国北予第７５号）記１に定める額をい

う。 

 

  

 

 

50億円以上 

 

 

 

 

 


